
名古屋市野鳥観察館

「 」の

展示作品を募集中です！
多くの渡り鳥の飛来地であることからラムサール条約に登録された「藤前干潟」。
この藤前干潟にある名古屋市野鳥観察館では、探鳥週間（11月1日～7日）にあわせて、

今年もみなさんから写真を募集し、写真展を行います。

【写真の募集締め切り】
10月16日（日）まで。
※応募方法などの詳細は裏面をご覧ください。

【探鳥週間写真展2016】
展示期間：10月22日(土)～11月２０日(日)
場所：名古屋市野鳥観察館２階

どなたでも応募いただけます。奮ってご応募ください!

今回の展示の募集テーマは以下の２つ。ぜひ両方のテーマにご応募ください。

募集テーマ①

「鳥たちの“いっぱい”な魅力」

募集テーマ②

「藤前干潟の風景・生きもの」

昨年の展示の様子

【応募・お問い合わせ先】
名古屋市野鳥観察館
名古屋市港区野跡４ー１１ー２稲永公園内
電話/FAX：０５２ー３８１ー０１６０

鳥たちの多様性や生態の魅力を「いっぱい」というキーワードで表現する作品を募集します。
みなさんが野外で遭遇した鳥の「いっぱい」を収めた作品をお待ちしています。

たとえば「いっぱい」を表すものとして、
・数が“いっぱい”（鳥の群れなど）
・種が“いっぱい”（混群など）
・画面に“いっぱい”
・羽色が“いっぱい”（雌雄、夏・冬羽）

などなど・・・。
みなさんが感じたその他の“いっぱい”も

ご応募ください。

は、2002年のこの日に藤前干潟がラムサール条約に
登録されたことから に指定されています。
野鳥観察館では、この「藤前干潟の日」にあわせて、藤前干潟の
魅力を伝える作品を毎秋募集しています。

藤前干潟の野鳥だけでなく、
その他の生きものや風景写真も大歓迎です！

ラムサール条約登録湿地

【主催】名古屋市野鳥観察館
(指定管理者 東海・稲永ネットワーク)

藤前干潟ふれあい事業ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ事業
開館時間 9:00～16:30 ※毎週月曜（祝日の場合は翌日）・第３水曜休館



「探鳥週間写真展2016」の展示作品募集について
◆募集テーマ
今回は以下の２テーマの写真作品を募集します。
詳細は表面をご覧ください。

テーマ①「鳥たちの“いっぱい”な魅力」
テーマ②「藤前干潟の風景・生きもの」

◆応募作品について
・撮影場所
テーマ①：国内
テーマ②：藤前干潟およびその周辺
※撮影時は、野鳥・その他の生きものや
周りの環境へ配慮いただきますようお願いします。

※野鳥等への危害を感じる作品は展示できない場合
があります。

・撮影時期 不問

・応募点数 制限なし
※展示スペースの都合上、応募いただいた全作品を
展示できない場合がありますのでご了承ください。

※テーマ①につきましては、野鳥の種類の重複を
避けるために事前に問い合わせていただくか、
複数の作品を提出いただきますようお願いします。

・その他
著作権を本人が所有している作品の応募に限ります。

◆作品の応募方法
・Ａ３またはＡ４サイズの光沢紙に印刷してください。
※展示パネルはこちらで用意いたします。
・印刷裏面に必要事項を記入した応募票を添付し、
野鳥観察館へ郵送、または直接提出ください。

◆個人情報について
・応募票に記載された個人情報は、展示目的に
おいてのみ使用いたします。
（作品展示の際は撮影者名を掲示します。）

◆探鳥週間写真展について
・展示期間
平成２８年１０月２２日（土）～１１月２０日（日）
９：００～１６：３０（最終日は１５時まで）
※休館日
毎週月曜日（祝日の場合は翌日）、
第３水曜日

・展示場所
名古屋市野鳥観察館２階

◆応募・お問い合わせ先
名古屋市野鳥観察館
〒４５５ー０８４５
名古屋市港区野跡４ー１１ー２稲永公園内
電話/FAX：０５２ー３８１ー０１６０
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○をつけてください。
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○をつけてください。

名古屋市野鳥観察館 「探鳥週間写真展2016」応募票

◆作品の返却
原則として、当館からは返送いたしません。
返却希望の方は、応募票の返却希望欄の「あり」に
○をつけ、写真展終了後、当館へご来館ください。

アクセス：
あおなみ線「野跡駅」より
徒歩１５分

※お車でお越しの際は
稲永公園の駐車場を
利用いただけます。


